








雑居性の美学 １  
                平居 謙           
         （詩人 平安女学院大学国際観光学部教授） 
       
 
    私の詩の中心にあるもの、それは「雑居性の美学」である。 
 
 








































































































































































































































































































































































この朗読会は詩を朗読する会「風」の主催で 1989 年 10 月に開催された。『あんそろじー
風 Ⅳ』（1994年 竹林館刊）の中に以下のような記録が残されている。 
  
89ポエム「風」朗読会 平成元年（1989年）10月10日 
   詩の朗読 平居謙 細見和之 井上俊夫 奥野裕子 松本衆司 嵯峨京子 屋根正彦 
             下出祐太郎 西村博美 橋爪さち子 水谷なりこ 金田弘  青木はるみ 







   大学の入学当時から謙は独特で、青いダウンジャケットの下はTシャツ、乗っていたオレンジ 
   のワーゲンは、前輪の上だけが何故か真っ白に塗られていた。サンダル短パンで、喫茶店に入   
   店を断られたこともあったそうな。けれどその独特さと裏腹に、当時から「詩」に真摯に取り 
   組んでいたんだ、たぶん。バブルな時代の空気に流されて、ふわふわと過ごしていた平凡な私 
   とは違って。当時はそのことに気が付かず、ただおもしろい男の子だと思っていました！ごめ 







   タイトルの「ひとつの風景」は、結果的には「ひとつに見えるけどひとつではない風景」とい 














   この詩は善人という、形而上的なものをお金で買うという世界が展開されている。 






























   この詩は善人という、形而上的なものをお金で買うという世界が展開されている。 



















































































































ところどころカッコ内に私の脳がどうリアクションしたかを書いてみた。趣で佇む ／ 蟲 （「虫」という文字も出て
くるのでそれとは違うらしい） ／ビルヂング（東京の丸の内辺りにいくとこういう名前の建物があり、個人的には
ワクワクする） ／ 店ぢゅう ／ 麗人 ／ 法外 ／ 犀（中国っぽい） ／ 春の宵（漢詩を思い出す） ／ 綺羅綺羅（「綺」
の文字を現代に復活させたのは多分サザン） ／ 胡散臭い ／ 肢体 ／ 蜥蜴（江戸川乱歩っぽい） ／ 蠢く（蟲と一
緒でグロテスクだなあ）／ 冬空のゆくへ（仮名遣いだけでなく言葉の組み合わせがニューミュージックっぽくて懐
かしい） 
＊８「ひとつの風景」より：豚、仏陀、イエスキリスト ／「ラッキーアンテル酒場の午前 4 時３８分」より：永久
運動、恍惚 
＊９「駅馬車物語」の最後の「蚤」（一瞬何のことかわからなかった） ／「外国航路」より：ヨットでゆくのですよ
お母さま 外国には たいていヨットで どんな人も（？冒険家くらいしかやらないのでは？） 
＊10煮卵 ／ コップのフチ子 ／ ヤフーニュース ／ ダメ元 ／ 山陽電鉄のつり革（何か特徴があるんでしょうか） 
／やたらめったら ／ ツッコミ ／ 結構なお年 ／ 算数計算練習セット 
＊11「ひとつの風景」より：魂の―塊の、豚―仏陀 ／ 「光る夜」より：ボンゴ―タンゴ､焼き鳥の魚―魚の焼き鳥 
＊12「芸術観光学の理論と実践⑫ 新時代抒情の基盤と原理 ‐平成詩史 Field-Notes １」（平安女学院大学研究
年報20 2020年3月 に発表予定） 
